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「焼うどん」への患いを語る竹中さん
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だ
っ
た
。
フ
グ
は
下
関
、
ホ

ル
モ
ン
は
田
川
、
豚
骨
ラ
ー

メ
ン
な
ら
久
留
米
や
博
多
。

地
元
の
名
産
「
合
馬
タ
ケ
ノ

コ
」
は
大
都
市
の
料
亭
へ
行

く
。
出
張
者
や
観
光
客
を
う

な
ち
せ
る
「
北
九
州
名
物
」

が
思
い
当
た
ち
ず
答
え
に
詰

ま
っ
た
。

「
焼
き
う
ど
ん
は
小
倉
が

発
禅
ち
し
い
」
と
い
う
知
人

か
ち
の
情
報
に
飛
ひ
つ
い
た

の
は
旧
年
ご
ろ
。
小
倉
の
中

心
部
、
「
鳥
町
食
道
街
」
の

「
だ
る
ま
堂
」
。
戦
後
間
も

な
く
焼
き
そ
ば
を
売
り
た
か

っ
た
が
中
華
麺
が
手
に
入
ち

ず
、
干
し
う
ど
ん
を
使
っ
た

の
が
始
ま
り
と
聞
い
た
。
「
乙

れ
だ
」
。
異
業
種
仲
間
と
「
焼

う
ど
ん
研
究
所
」
を
設
立
。

位
年
日
月
に
は
ご
当
地
グ
ル

メ
の
先
艶
格
「
富
士
宮
焼
き

そ
ば
」
(
静
岡
県
)
を
北
九

州
に
呼
ん
で
食
べ
比
べ
の
イ

ベ
ン
ト
を
聞
い
た
。

B
級
グ

ル
メ
対
決
の
始
ま
り
と
さ

れ
、
現
在
の
「
B
|
l
グ
ラ

ン
プ
リ
」
に
つ
な
が
っ
た
。

川凶
年
に
は
N
P
O法
人
門

司
赤
煉
瓦
倶
楽
部
の
事
務
局

長
に
転
身
。
ま
ち
づ
く
り
の

H

プ
ロ
H

に
な
っ
た
が
「
娘
，

は
、
焼
き
う
ど
ん
塵
だ
と
思

っ
て
い
た
よ
う
で
す
」
と
苦

笑
す
る
。

B
級
グ
ル
メ
は
今
や
全
国

で
ブ
l
ム
だ
が
「
下
火
に
な

っ
て
も
北
九
州
の
顔
と
し
て

残
れ
る
『
焼
う
ど
ん
』
を
作

り
、
北
九
州
を

P
R
し
た

い
」
。
発
祥
の
地
で
開
く
大

会
に
も
、
初
心
は
決
し
て
忘

れ
な
い
。
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